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2023 年度 ビルクリーニング技能検定 

２級 学科試験問題 
 

１．試験時間 60 分 

 

２．問題数  50 題  A 群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題） 

 

３．注意事項 

  (1)携帯電話、腕時計型端末の使用は禁止します。（電源は予め切り、バック等にしまって下さい）。 

  (2)机上に受検票及び筆記用具以外のものを置いてはいけません。 

  (3)電子式卓上計算機、その他これと同等の機能を有するものは、使用してはいけません。 

  (4)試験官の指示があるまで、この表紙を開けてはいけません。 

  (5)試験官の指示に従って、試験問題のページ数を確認してください。もし、異常があった場合に

は、黙って手を挙げて下さい。 

  (6)解答用紙はマークシートです。必ず鉛筆又はシャープペンシルを使用して下さい。 

  (7)解答用紙には、等級、受検番号、氏名を必ず記入し、受検番号の欄は、受検区分と受検番号を

必ずマークして下さい。 

  (8)試験官の指示に従って、試験を開始して下さい。 

  (9)問題は、A群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題）の 50 題です。 

   ①真偽法は、問題の内容が正しいか誤っているかを判断し、解答用紙に正か誤のどちらか一つ

を記入して下さい。 

   ②多肢択一法は、問題に対応する選択肢の中で、正解と思う選択肢を一つ選び、解答用紙に記

入して下さい。 

   ③解答用紙の注意事項を必ず確認し、A群、B群の解答欄を間違わないように記入して下さい。 

  (10)試験中、質問があるときは、黙って手を挙げて下さい。ただし、漢字の読み方を含めて、

試験問題の内容についてはお答えできません。 

  (11)試験開始後 30分間は退出できません。30分経過後に解答ができあがった場合は、黙って手を

挙げて試験官の指示に従って下さい。退室後は試験が終了するまで再入室はできません。 

  (12)試験中にトイレに行きたい場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

  (13)試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験官の指示に従って下さい。 

  (14)試験終了後、解答用紙は提出して下さい。問題用紙は持ち帰って下さい。 

  (15)試験問題の解答に当たり適用すべき法令、基準等は、2023 年 4月 1 日現在で施行され

ている内容に基づくものです。 

禁転載複製 
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■Ａ群（真偽法） 

 

1．作業計画は、仕様変更にあわせて修正を加え、実情に見合った計画にする。 

 

2．ほこりや手あかは、感染症の運び屋的役割を果たすことがある。 

 

3．乾式モップの素材は、ポリエステル繊維と不織布がある。 

 

4．し尿浄化槽に流入した汚物は、酸化槽、腐敗槽、消毒槽の順序で、微生物の消化作用により浄

化され河川などに放流される。 

 

5．リノリウムは弾力性があり、歩行感に優れ、耐久性、耐水性がある。 

 

6．労働安全衛生法では、2015 年 12 月より常時 50人以上の労働者を使用する事業場においてスト

レスチェックが義務化された。 

 

7．グリッパー工法は、壁際の床に打ち付けられた引っかけ金具にカーペットを固定させる方法で

ある。 

 

8．「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に定める特定建築物は、延べ面積のみによ

り定めることになっている。 

 

9．合成洗剤に加えられたビルダーや溶剤、添加剤は、洗剤の効果を高める働きがある。 

 

10．従事者が行う清掃は、感染経路を遮断することに大きく関わっている。 

 

11．アルカリは洗浄効果に優れ、多くの洗剤に加えられており、木材や天然繊維にも影響はない。 

 

12．消火設備には、スプリンクラ設備やドレンチャ設備がある。 

 

13．高速バフマシンは、汚れのつきにくい平滑で強靭な被膜を形成することを目的に開発された。 

 

14．フラット型モップ（湿式）は、床維持剤が壁面等につきやすく効率的な作業ができない。 

 

15．清掃後の廃液は、許可を持たない廃棄物処理業者に運搬または処分を委託してもよい。 

 

16．バフィングパッド方式は、綿や化繊パッドをポリッシャーに装着し、カーペット内部の汚れを

除去する方法である。 
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17．油溶性物質は疎水性のため、水洗いだけでは除去できない。 

 

18．トラップの基本形を大別すると、管トラップ、ドラムトラップ、わんトラップがある。 

 

19．清掃従事者の 1日の勤務時間には、会議や教育等の余裕時間が含まれる。 

 

20．建築物内における代表的な生物３種類とは、ネズミ・ゴキブリ・カである。 

 

21．ビルごみの最終処分は、焼却・資源化・投棄・埋没である。 

 

22．アップライト型真空掃除機は、カーペットのパイルの間に入ったほこりを取ることに適してい

る。 

 

23．コンポジションビニル床タイルは、粘着剤で施工する。 

 

24．清掃における衛生管理の基本は、ゾーニング管理である。 

 

25．「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」では、廃棄物を一般廃棄物と産業廃棄物の２つに分け

ている。 
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■Ｂ群（多肢択一法） 

 

1．ガラスの説明に関する記述として、最も不適切な組み合わせはどれか。 

  イ 型板ガラス － 一般に用いられる透明の板ガラス 

  ロ みがき板ガラス － 表面が平滑に仕上げてあり、光の屈折が少ないもの 

  ハ すり板ガラス － 砂ずりによってつや消しにした不透明ガラス 

  ニ 網入りガラス － 金網や鉄線を入れてあり、丈夫にしたもの 

 

2．カビ（真菌）および細菌、ウイルスの説明として、最も不適切なものはどれか。 

  イ カビは、栄養源と適当な温湿度環境が整えば発生する  

  ロ 一般室内環境中では、レジオネラ属菌、結核菌、黄色ブドウ球菌等が検出される 

  ハ ポリオ、脳炎、黄熱病等は真菌性の病気である 

  ニ 事務所内のウイルスとしては、季節性・新型インフルエンザウイルス、ノロウイルス等が 

ある 

 

3．エスカレータの構造名称として、最も不適切なものはどれか。 

  イ パネル 

  ロ ノンスリップ 

  ハ デッキボード 

  ニ ランディングプレート 

 

4．構造材料による分類の短所として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 木造は、燃えやすく、材料が不均質で傷（節など）がある 

  ロ 鉄骨造は、不燃性ではあるが、鉄骨そのものとしては耐火性がない  

  ハ 鉄筋コンクリート造は、コンクリートの重量が強さに比較して大きく、施工に時間を要す 

  ニ 補強コンクリートブロック造は、耐久性が低く、大規模な建築物には適さない 

 

5．高速バフマシンの説明として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 1,000～2,500 回転(分）の高速回転を有する 

  ロ 平滑で強靭な皮膜が形成できる 

  ハ フロアーポリッシュ皮膜の光沢復元が図れる 

  ニ バフ用パッドの繊維素材は復元力のあるナイロン繊維が主に使用されている 

 

6．排水通気設備として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 配管 

  ロ トラップ  

  ハ フラッシュバルブ 

  ニ 通気管 
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7．カーペット製造方法の分類について、機械織りのカーペットはどれか。 

  イ タフテッドカーペット 

  ロ タイルカーペット 

  ハ ウイルトンカーペット 

  ニ ニードルパンチカーペット 

 

8．建築物内の害虫に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 都市における建築物や地下街では圧倒的にドブネズミが多い  

  ロ ゴキブリはチャバネゴキブリが多くみられる 

  ハ チカイエカは汚水槽・排水槽・し尿浄化槽などに大量に発生する  

  ニ チョウバエは汚水槽・し尿浄化槽などに多く発生する 

 

9．ステンレススチールの表面仕上げ法の記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ ヘアライン仕上げは、長く連続的な研磨目を付けたもの 

  ロ バイブレーション仕上げは、無方向性のヘアライン研磨したもの 

  ハ ダル仕上げは、化学処理によって浮き出し模様にしたもの 

  ニ 鏡面仕上げは、バフがけなどを行い表面に光沢があるもの 

 

10．洗剤使用上の注意として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 洗剤の選定を誤らない 

  ロ 希釈には冷水を使用する 

  ハ 適正な濃度で使用する 

  ニ 作業後のすすぎを十分にする 

 

11．リスクアセスメントに関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 危険性と有害性等の調査と措置  

  ロ リスクアセスメントの実施が努力義務化 

  ハ 安全管理者及び職長教育の内容追加  

  ニ ＫＹ活動 

 

12．ポリッシャーの取り扱いの説明について、最も不適切なものはどれか。 

  イ プラグをコンセントに差し込む前に、必ずスイッチを切る 

  ロ 機械の電圧がコンセントと一致している 

  ハ 濡れた手で取り扱わない 

  ニ 効率的な作業を行うために延長コードをなるべく使用する 
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13．カーペット用洗剤の特徴として、最も不適切なものはどれか。 

  イ べとつかない粉末化 

  ロ 弱酸性 

  ハ 無臭に近い残臭 

  ニ 早い乾燥性 

 

14．ドライ型真空掃除機の機能の説明について、最も適切なものはどれか。 

  イ 小さな孔や隙間に入ったほこりを取ることはできない 

  ロ 目に見えない細かいほこりや細菌も取り除くことができる 

  ハ 衛生上問題のある微生物が付着した微粒子が排気とともに飛散する 

  ニ 高性能フィルターは 10 ミクロンまでの微細な粒子を捕えることができる 

 

15．定期清掃として考えられる作業として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 照明器具・給排気口・ブラインドの清掃 

  ロ 壁面・柱等の低所部分の清掃 

  ハ フロアマットの洗浄 

  ニ 床維持剤塗布及び床被膜補修  

 

16．自在ぼうきの説明として、最も適切なものはどれか。 

  イ ほこりをはね上げることが少ない 

  ロ 隅々はよく掃くことができない 

  ハ ヘッド部分が毛ブラシでできており、固定されている 

  ニ ビル清掃では外掃き用として広く使われている 

 

17．汚れの原因の組み合わせとして、最も適切な組み合わせはどれか。 

  イ 人為的原因・・・粉じん・炭素粒子による汚れの発生 

  ロ 自然的原因・・・衣服などの摩耗粉や繊維くずによる汚れの発生 

  ハ 人為的原因・・・手あか・抜毛による汚れの発生 

  ニ 自然的原因・・・歩行による靴裏の泥やほこりによる汚れの発生 

 

18. 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」の事業登録に関する記述として、 

最も不適切なものはどれか。 

  イ 営業所の所在地を管轄する厚生労働大臣の登録を受けることができる 

  ロ 登録の有効期限は 6年である 

  ハ 物的要件、人的要件、質的要件が充足している必要がある 

  ニ 登録業種のうち「建築物環境衛生総合管理業」には建築物清掃が含まれている 
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19. 標準作業時間に関する記述として、最も適切なものはどれか。 

  イ 数多くある作業特性の中でも特に重要なものである 

  ロ 標準作業時間は、主体作業時間と除外時間で構成されている 

  ハ 資機材の準備後始末は主体作業時間に含まれる 

  ニ 通常日常作業における余裕時間は、主体作業時間に対して 10％未満とされている  

 

20．廃棄物の資源を活用する取り組み３Ｒ（スリーアール）として、最も不適切なものはどれか。 

  イ リユース  

  ロ リサイクル  

  ハ リメイク 

  ニ リデュース 

 

21．すべり（転倒）災害の防止に関する記述として、最も不適切な組み合わせはどれか。 

  イ すべりやすい条件を減らす － 床面と足の裏との摩擦係数を減らす 

  ロ 適切な作業行動をとる － ポケットに両手を入れて歩かない 

  ハ 通路を確保する － 利用する通路上には不要なものはおかない 

  ニ 事前対策を取る － 安全性の高い作業工程に変更する 

 

22．照明の説明として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 窓などにより室内に自然光を取り入れることを紫外線照明という 

  ロ 蛍光灯や白熱電球による照明を人工照明という 

  ハ ブラインドの調節や窓ガラスの汚れは室内の明るさに影響を与える 

  ニ 事務所衛生基準規則では、付随的な事務作業は 150 ルクス以上と定めている      

 

23．吐瀉物の処理に関する記述として、最も適切なものはどれか。 

  イ 汚物の回収は、内側から外側に向かって回収する 

  ロ 基本的に 1.0％濃度の次亜塩素酸ナトリウム液を消毒用として使用する 

  ハ 床から 1ｍの高さから吐くと、カーペットの場合は 1ｍ未満に拡散する  

  ニ 使用した手袋や回収した汚物並びに個人防護具はビニル袋に入れて処理する 

 

24. 安全衛生における作業手順作成に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 急所の表現は、できるだけ具体的に、やさしく、簡明にする 

  ロ 細かく分解された作業を標準作業と言う 

  ハ 作業手順は、「ムリ」「ムダ」「ムラ」なくできるものにする 

  ニ ステップごとに定めた急所は「成否」「安全」「やりやすさ」に分解される 
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25. 感染に対する手洗いの注意事項として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 手荒れを防ぐために温水を使用する 

  ロ 手洗い後、消毒薬を用いて手指衛生を行う 

  ハ 速乾性擦式手指消毒薬を使用する 

  ニ 時間をかけ、石けんと流水で行う 



2023 年度 ビルクリーニング技能検定 

2 級 学科試験問題 

＜ 正 解 ＞ 

 

Ａ群 真偽法  Ｂ群 多肢択一法 

設問 解答  設問 解答 

1 正   1 イ    

2 正   2   ハ  

3 正   3  ロ   

4  誤  4    ニ 

5  誤  5    ニ 

6 正   6   ハ  

7 正   7   ハ  

8  誤  8 イ    

9 正   9   ハ  

10 正   10  ロ   

11  誤  11    ニ 

12 正   12    ニ 

13 正   13  ロ   

14  誤  14   ハ  

15  誤  15  ロ   

16  誤  16 イ    

17 正   17   ハ  

18 正   18 イ    

19  誤  19 イ    

20 正   20   ハ  

21 正   21 イ    

22 正   22 イ    

23  誤  23    ニ 

24 正   24  ロ   

25 正   25 イ    

 

 


